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1. エグゼクティブサマリー
2026年7月9日、OpenAIは最新のフロンティアモデル「GPT-5.6」および、それに統合されたエ

ンタープライズ向けAIエージェント「ChatGPT Work」を発表しました 1 。従来のチャットベ

ースの対話型AIから、自律的に複数のタスクを実行し、成果物（ドキュメント、スライド、

Webサイトなど）を直接生成する「エージェント型AI」への移行を象徴する発表です。本レポ

ートでは、これらの新機能が特許・知的財産（IP）業務にどのような影響を与えるか、そして

先行するAnthropicの「Claude Cowork」、Microsoftの「Copilot Cowork」、Googleの

「Gemini Enterprise Agent」等の競合製品とどのように比較されるかを分析します。

2. GPT-5.6とChatGPT Workの概要

2.1 GPT-5.6の特徴

GPT-5.6は、OpenAIの最新フラッグシップモデルであり、「Sol（旗艦モデル）」「Terra（標準モ

デル）」「Luna（軽量・低コストモデル）」の3つのティアで展開されています 2 。特に推論能力

とトークン効率が大幅に向上しており、Agentic Coding（エージェント型コーディング）や複

雑な多段階タスクにおいて、前世代（GPT-5.5）や競合モデル（Claude Fable 5など）を凌駕す

る性能を示しています 1 。

2.2 ChatGPT Workの革新性

ChatGPT Workは、従来のChatGPTとコーディング支援AI「Codex」を統合したナレッジワーカ

ー向けのエージェントです 1 。ユーザーが自然言語で指示を出すと、バックグラウンドで数時

間にわたって自律的に作業を継続し、最終的な成果物を完成させます。

• 自律的実行: スケジュールされたタスクの実行や、SlackやGoogle Drive等の連携アプリから

の情報収集を自律的に行います。

• デスクトップ統合: デスクトップアプリを通じてローカルファイルにアクセスし、より深い

コンテキストを理解した上で作業を進めることが可能です。

• 成果物生成: 単なるテキスト回答ではなく、プレゼンテーション資料、スプレッドシート、

さらには小規模なWebアプリ（Sites機能）まで生成します。



3. 知財・特許業務への影響
AIの進化は、特許調査、明細書作成、知財ポートフォリオ管理といった知財業務のあり方を根

本から変えつつあります。ChatGPT Workのようなエージェント型AIの登場により、以下のよう

な変革が予想されます。

3.1 先行技術調査（Prior Art Search）の高度化と自動化

従来のキーワード検索やブール演算に基づく先行技術調査は、AIによるセマンティック検索

（意味検索）へと移行しています 3 。

• 広範な概念検索: ChatGPT Workは、異なる用語や言語で記述された特許文献でも、概念的

な類似性を見出し、人間が見落としがちな先行技術を発見できます。

• 自律的なモニタリング: 定期的に最新の特許公開情報をスクリーニングし、競合他社の動向

やFTO（Freedom to Operate）リスクを自動的に知財部門に報告するワークフローが構築

可能です。

3.2 明細書作成とOA対応の効率化

特許明細書の作成（Drafting）は、発明者へのヒアリングからクレームの構築、詳細な実施例

の記述まで多大な工数を要します。

• ドラフトの自動生成: 発明提案書（IDF）や関連資料を読み込ませることで、ChatGPT Work

がクレーム案や明細書の初稿を生成します。GPT-5.6の推論能力向上により、より技術的に

正確で、拒絶理由通知（OA）を受けにくいドラフト作成が期待されます。

• コンテキストの保持: 長時間のセッションでもコンテキストを維持できるため、複雑な技術

要件や過去の審査履歴を踏まえたOA対応案の作成が容易になります。

3.3 知財戦略とポートフォリオ分析

• データ可視化とレポート生成: 膨大な特許データを分析し、経営陣向けの知財戦略レポート

やスライドデッキ（プレゼン資料）を自動生成します。ChatGPT Workの成果物生成機能が

直接的に活きる領域です。

• 社内ナレッジの活用: 日本のオムロンの事例のように、社内の過去の特許データや仕様書を

RAG（Retrieval-Augmented Generation）等で連携させることで、自社に特化した知財AI

エージェントを構築し、工数を半減させた実績も報告されています 4 。

3.4 課題とリスク

• ハルシネーションと正確性の担保: AIが生成したクレームや技術説明には誤りが含まれる可

能性があり、特許要件（新規性・進歩性・記載要件）を満たすためには、依然として弁理士

等の専門家による厳密なレビューが不可欠です 5 。



• 機密保持とデータセキュリティ: 未公開の発明情報をAIに入力する際のセキュリティリスク

は重大です。エンタープライズ版でのデータ学習利用のオプトアウトや、セキュアな環境で

の運用（ゼロデータリテンション等）が必須となります 5 。

• 発明者適格性の問題: AIが発明に深く関与した場合、AI自身は発明者として認められない

（DABUS事件等）ため、人間の関与を証明するプロセスとドキュメンテーションの重要性

が増しています 5 。

4. 競合他社の同種製品との比較
エンタープライズ向けAIエージェント市場は、2026年に入り激しい競争が繰り広げられていま

す。主要な競合製品とChatGPT Workを比較します。

製品名 提供企業 特徴・強み 知財業務への適合性

ChatGPT Work (GPT-

5.6)
OpenAI

Codex統合による高い

実行能力。自律的タス

ク実行、成果物（ドキ

ュメント、スライド、

Webサイト）の直接生

成。

強力な推論能力と長文

コンテキスト理解によ

り、複雑な明細書作成

や広範な先行技術調査

に強み。デスクトップ

連携によるローカルフ

ァイル処理も有利。

Claude Cowork 

(Claude 3.5 Sonnet等)
Anthropic

バックグラウンドでの

自律実行。モバイ

ル/Webへの展開。高い

安全性と推論能力。

長いコンテキストウィ

ンドウを活かした大量

の特許文献の読み込

み・要約に優れる。法

務・知財分野での正確

な分析で高い評価。

Microsoft 365 Copilot 

Cowork
Microsoft

Microsoft 365エコシス

テム（Word, Excel, 

Teams等）との完全な

統合。エンタープライ

ズグレードのセキュリ

ティとガバナンス。

Word上での明細書ドラ

フト作成や、社内

SharePointのデータを

利用した調査など、既

存の業務フローへのシ

ームレスな統合が最大

の強み。

Gemini Enterprise 

Agent
Google

Google Workspaceとの

統合。マルチモーダル

処理能力。大規模デー

タ処理。

特許図面を含むマルチ

モーダルな技術文献の

解析や、大規模な特許

データベースとの連携

においてポテンシャル

が高い。

DeepIP / Harvey AI 等 

(特化型)

各種LegalTech企業 知財・法務に特化した

学習モデルとワークフ

汎用AIエージェントと

比較して、特許実務の



4.1 ChatGPT Workの優位性

ChatGPT Workは、成果物（スライドやWebサイト）の自動生成まで踏み込んでいる点で、単な

るテキスト生成を超えた価値を提供します。知財部門が経営陣に報告するためのレポート作成

や、発明発掘の社内ポータルサイトの構築などを一気通貫で行える点は、他の汎用AIエージェ

ントに対する大きな差別化要因です。

4.2 専門プラットフォームとの棲み分け

ChatGPT WorkやCopilot Coworkのような「汎用エンタープライズAI」は、知財部門の一般的

な業務効率化（会議録録作成、メール対応、簡易な翻訳・要約）には絶大な威力を発揮しま

す。しかし、特許明細書のドラフティングや高度な侵害侵害リスク評価といった「コアな知財

実務」においては、DeepIPやHarvey AIのような「知財・法務特化型AI」とのハイブリッド運

用、あるいは特化型AIへの機能統合（API経由でのGPT-5.6の利用など）が進むと考えられます

6 。

5. 結論
OpenAIのGPT-5.6とChatGPT Workの発表は、AIが「質問に答えるアシスタント」から「自律的

に仕事の成果物を納品する同僚（エージェント）」へと進化したことを示しています。知財業務

において、これは先行技術調査の大幅な効率化、明細書作成の半自動化、そして知財戦略立案

の高度化をもたらします。

競合であるAnthropicのClaude CoworkやMicrosoftのCopilot Coworkとの競争は激化していま

すが、それぞれのエコシステムや強み（成果物生成、コンテキスト長、Office統合）に応じて使

い分けが進むでしょう。企業や特許事務所にとっては、これらの汎用AIエージェントの利便性

を享受しつつ、機密性や専門性が求められる領域では知財特化型AIプラットフォームを併用す

る「ハイブリッドなAIスタック」の構築が、今後の競争力を左右する鍵となります。
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